
参加者プレゼント！

講師：田中　淳夫氏

コーディネーター：井上　弘雅氏

・現職
㈱ 紙 パ ルプ会 館 専 務 取 締 役 / 特 定 非 営 利 活 動 法 人 銀 座ミツバチプロジェクト
副理事長 / 全国ミツバチプロジェクト会議　代表
・経歴
1957 年　東京生まれ
1979 年　㈱紙パルプ会館に入社
2011 年　㈱紙パルプ会館　専務取締役に就任、現在に至る
2006 年　3 月「銀座ミツバチプロジェクト」を高安和夫氏と共同で立ち上げる
2007 年　特定非営利活動法人の認証受け、NPO 法人銀座ミツバチプロジェクト 副理事長就任
2016 年　銀座ミツバチプロジェクト理事長就任
2020 年　全国ミツバチプロジェクト会議設立、代表就任
2021 年　銀座ミツバチプロジェクト副理事長就任

著書「銀座ミツバチ物語」「銀座ミツバチ物語 part２」
（時事通信社）「銀座・ひとと花とミツバチと」共著（Ｃ
ＭＥコデックス）ほか

田中淳夫が語る

都市と自然の共生について

銀座ミツバチプロジェクト前理事長

おかやまミツバチプロジェクト代表

1960 年　岡山生まれ。
岡山大学付属中学校・岡山県立岡山朝日高校・
関西学院大学卒業後、㈱天満屋に入社。商品
本部・岡山本店副店長・米子天満屋店長を歴任。
2019 年 2 月、丸田産業㈱常務取締役に就任。
2022 年 3月 24日に「おかやまミツバチプロジェ
クト桃太郎ハニーラボ」を立ち上げる。 ▲左から田中淳夫氏、井上弘雅氏

都市養蜂を通じて取り組む SDGｓ

主催：おかやまミツバチプロジェクト桃太郎ハニーラボ
　　　丸田産業株式会社　岡山市北区本町6番36号
※掲載写真はイメージであり、実際のものや現在の様子と異なる場合があります。

お申込み・詳細は裏面へ

日本初の都市養蜂 「銀座ミツバチプロジェクト」
銀座での取り組み事例を交えてお話しいただきます。

14:00 ～16:00
（開場受付 13 ： 30）

貸会議室セントラルフォレスト 「アース」会場
第一セントラルビル２号館８階 岡山市北区本町 6-30

8.7日

参加費：1,000円

定員：先着 50名

おかやまミツバチプロジェクト
「OKAYAMA HONEY」
※採れ月はお任せです

おかやまミツバチプロジェクト
「桃太郎ハニーラボ」
※写真は５月の様子です

※中学生以上

養
蜂場見学！



TEL：086-231-7721

メール：m-fujiwara@maruta-g.jp または、 
 t-matsumoto@maruta-g.jp

※平日10:00～16:00での受付となります。

主催：おかやまミツバチプロジェクト桃太郎ハニーラボ
　　　丸田産業株式会社　岡山市北区本町6番36号
T E L：086-231-7721　FAX：086-231-7393　担当：藤原・松本

・メール、 電話から（担当：丸田産業株式会社　藤原・松本）　・二次元コードから

・ FAX から　086-231-7393

リンク先の専用フォームより
お申込みください。

①お名前 ②ご住所 ③お電話番号 ④養蜂場見学希望

（する/しない）

（する/しない）

この用紙にご記入のうえ送信してください。

参加申込

近年、都市部でミツバチを育てる「都市養蜂」が世界中で広がっています。
NPO 法人銀座ミツバチプロジェクト（東京都中央区）は、2006年春から全国に先駆けて都市
養蜂を開始し、銀座地区での地産地消、街の緑化、地方との連携、環境教育などに取り組んで
います。
この度「おかやまミツバチプロジェクト桃太郎ハニーラボ」の立ち上げにもご尽力を頂いた
前理事長の田中淳夫氏を講師に、銀座での取り組み事例を交えた講演会を開催いたします。

◆申込先着50名様限定※中学生以上　◆参加費1,000 円（OKAYAMA HONEY付）
◆養蜂場見学は講演会終了後、同ビル屋上で行います。

下記いずれかの方法で、①お名前 ②ご住所 ③お電話番号 ④養蜂場見学希望 （する /しない）をお伝えください。
※定員になり次第締め切りとさせていただきます。

【世界で広がる都市養蜂】

「銀座ミツバチプロジェクト」活動の紹介
2006 年春　銀座の周辺で働く有志たちが集まり、ビル屋上でミツバ
チを飼うプロジェクトがスタート。養蜂を通して、都市と自然環境と
の共生を目指すプロジェクト。蜂蜜はホテル、バー、スイーツ店、デパー
トなど銀座の技で次々に商品となり話題となる。
「ビーガーデン」と称する屋上菜園は 1000 ㎡を超え、活動で繋がっ
た 地 域 の 花 木 を 植 えて 交 流 が 広 が る。最 近 は サ ツ マ
イモを植えて焼酎を作り 2016 年グッドデザイン賞受賞。都心繁華街
で地産地消が実現し世界からも注目を集め国内外から年間 1000 人を
超える視察がある。
ファームエイド銀座で全国の地域とつながり、福島の酒米を作り山口
でお酒に醸し銀座で販売する 6 次化モデル等様々な実例が誕生する。

受賞
2006 年 「あしたのまち・くらしづくり活動賞」（財）あしたの日本を創る協会
2008 年 「eco Japan cup 2008」ライフスタイル部門　元気大賞　
2010 年 6月 「環境大臣賞」　授賞　
2011年 12 月 農林水産省「フードアクションニッポン研究開発部門」入賞　
2012 年 4月 農林水産大臣より「食と地域の絆づくり」優良事例として表彰受賞
2016 年 11月 銀座産芋焼酎「銀座芋人」がグッドデザイン賞受賞　
2020 年 12 月 福島民報社より県外初団体として「ふくしま産業賞・銀賞」受賞


